
この会社に教えてもらったよ！

こんな人たちと働いています！

このお仕事についたきっかけ

6968

わたしたちはプロとして「大分トリニータ」と
契
けいやく

約し、勝利はもちろんのこと、サッカーを通
じて大分県の皆

みな
さんの毎日の力になれるように

日々トレーニングを続けています。わたしはサ
ッカーが大好きで、子

こ
供
ども

のころからいつもサッ
カーボールで遊んでいました。できなかったり、
失敗したりするとくやしいですが、練習をして
上手くなっていくと楽しいし、もっとサッカー
が好きになります。皆

みな
さんもサッカーを楽しん

でプレーしてください。

サッカーを通じて、大分の活力に貢
こうけん

献します

サッカー選
せ ん し ゅ

手ってどんなお仕事をしているの？

お仕事NO.

サッカー選
せ ん し ゅ

手
32

■ 監
か ん と く

督　■ コーチ　■ マネージャー　■ トレーナー　■ 運営担
た ん と う

当　■ 広報担
た ん と う

当　■ 営業担
た ん と う

当　
■ 事務担

た ん と う

当

体力トレーニングだけでな
く、食事などにも気をつけて
います。また、他チームの情
報を確

かくにん
認したり、チームや個

人としての戦略や技術を練習
したりします。

ピッチの感
かん

触
しょく

やスタジアムの
雰
ふん

囲
い き

気を確かめながら試合を
進めます。勝利をつかむため
に、ゲーム展

てんかい
開や相手チーム

の動きにしっかり対応してい
きます。

相手チームの情報やゲームプ
ラン、チームや個人の課題な
ど、少しでも不安をなくすた
めにノートに書いて確

かくにん
認し、

気持ちを整えてしっかり準備
をしてゲームにのぞみます。

テレビやスポーツ雑
ざっ

誌
し

などの
取材の対応もしています。い
つも緊

きん
張
ちょう

しますが、大分トリ
ニータの選手として言葉づか
いや姿

し
勢
せい

には気をつけていま
す。

サッカーアニメが大好きだったことや、５歳
さい

の時に開
かいさい

催された日
にっかん

韓 Ｗ
わーるどかっぷ

杯 を見てサッカーに興味を持ちまし
た。本格的にサッカーを始めたのは小学１年生のころ。負けず嫌

ぎら
いな性格もあり、のめり込

こ
みました。

トレーニング 試合の準備

試合 メディアへの対応
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株
か ぶ し き が い し ゃ

式会社大
お お い た

分フットボールクラブ　大
お お い た

分トリニータはこんな仕事をしています

ＳＤＧｓに向けた活動をサポーターの皆
み な

さんとおこなっています

株
かぶしき

式会
がいしゃ

社大
おおいた

分フットボールクラブ大
お お い た

分トリニータ

「育てる」をコンセプトに、育成型クラブの代表的な存
そんざい

在になる

大分市大字横尾1629　☎097-554-2250

創
そう

業
ぎょう

／1994年4月　従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

数
すう

／59名

会社見学会社見学 出張授業出張授業

サッカー選
せんしゅ

手32

大分トリニータが主
しゅさい

催するホームゲー
ム全試合で、サポーターの皆

みな
さんが持

ちよった古着を他の団体がポリオワク
チンに変えて、発

はってん
展途

と
上
じょう

国
こく

の子
こ

供
ども

たち
に届

とど
ける「古着ｄ

で
ｅワクチン」活動や、

ゴミ拾い活動などを、サポーターの皆
みな

さんと協力しておこなっています。

試合の運営 広報活動

選手の育成（アカデミー） 幼
よう

稚
ち

園
えん

・小学校訪
ほうもん

問

チケットの販
はんばい

売や選手
が安全に試合ができる
ように運営したり、サ
ポーターの皆

みな

さんが安
心してゲームを楽しめ
るように会場を整備し
たりします。

サッカースクールから
Ｕ -１８まで、サッカー
の技術向上はもちろん、
子
こ

供
ども

たちがサッカーを通
じて明るく元気に成長
できるように育成事業
にも力を入れています。

大分トリニータのチー
ムや選手をもっと知っ
てもらい、スタジアム
に足を運んでもらえる
ようにメディアの方に
協力いただきながら広
報活動をしています。

ホームタウン活動とし
て幼

よう

稚
ち

園
えん

や小学校に出
向き、サッカー教室な
どでスポーツの楽しさ
を伝えています。オフ
シーズンには選手が参
加することもあります。
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